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研究成果の概要：
現代日本語・古典日本語について、従属節の内部構造が、母型文（主節）におけるその位

置と相関を持つかどうかについて、可能な範囲でのケースワークを行い検討した。その結果、1
対 1 の対応ではないが、従属節内部のあり方、特にテンス・アスペクトの形態・意味的あり方
および述部への係り要素の一部の振る舞いが、その節が主節においてどのような位置にあるか
により影響を受ける、すなわち一定の対応があることと、その個別的実態を明らかにした。
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１．研究開始当初の背景

本研究申請の背景となる平成 17 年以前に
おいては、国内外において、当該のような、
従属節の内部構造と、それが持つ主節（母
型文）における位置との相関について、明
示的に指摘したものは非常に少なく、具体
的なケーススタディも僅少であった。

関連する先行研究は皆無ではなかったが、
上記の、（従属節における）内部と外部との

相関という論点についての明確な問題意識
が薄いために、上記の問題について組織的
に扱おうとする研究は南 1974（とそれへの
修正）以外にはほとんどなく、本研究代表
者が、上記問題への取り組みが重要である
旨を、橋本 2003（橋本修「日本語の複文」、
『朝倉日本語講座５ 文法Ⅰ』、2003 年、朝
倉書店）で述べた。

本研究は、そのような学的状況を踏まえ、
着実な語法研究を先行業績として集積しな



がら、不足を補った上で、従来見落とされ
てきた論点から新しい光を当てて従属節研
究を推進するものとして企図されたもので
ある。

２．研究の目的

期間内に明らかにしようとした内容の概
略は以下の通りである。
(1) 各種の日本語従属節の内部構造を、（従

来よりも）詳細に明らかにする。

(2) 各種の日本語従属節のとる、文全体か

らみた構造的位置を(従来よりも)詳細に明

らかにする。

(3) (1)・(2)で明らかになった両者の構造

を照合し、従属節に関して、内部構造と文

全体から見た構造的位置に相関があるかど

うかを明らかにする。

(1)，(2)については、当課題についての

基礎的課題であり、日本語の各種従属節研

究をさらに推し進めるものである。先行研

究における成果を充分参照しながら、それ

らが見落とし、及んでいない領域について

分析を重ね、(3)の分析に耐えうる充分な詳

細さをもった記述を目指す。本研究の目的

に照らした場合、先行研究の中で蓄積が進

んでいるのは連体修飾節と副詞節の一部で

あり、欠落が多い領域は引用節・疑問節・

分裂文前項等である。

(3)については、本研究は関連する諸現象

を網羅的に収集・整理し、最適な理論的解

釈を行う。

３．研究の方法

大枠としては、計画・準備的分析・理論的
分析・とりまとめに分かれる。研究代表者
は基本的に全ての段階に関わり、連携分担
者に福嶋健伸氏・川野靖子をお願いした。
川野靖子氏は主としてコーパスデータ収集
と高次加工・日本語教育との関わりについ
ての検討、福嶋健伸氏は主としてコーパス
データ収集と高次加工、国語教育との関わ
りについての検討、および古典異本語につ
いての分析に従事した。

研究の具体的手順としては、概略、

(1)分析にあたっての言語学的知識・方法論

の共有・標準化

(2)（基礎データのうち）コーパスデータ・

会話データの作成

(3) 準備的分析としての個別従属節の分析

(4) 個別的分析成果からの、分析重点箇所

の抽出

(5) 分析重点箇所の分析および一般化

(6) とりまとめ

という形で行った。

設備として主要なものは、パーソナルコ

ンピュータで、アルバイタを同時並行的に

複数お願いするため、ノート PC を 3 台設置

した。

研究補助者はこの研究において非常に重

要な位置を占め、特に古典語のデータ入力

には、当該古典について一定の高レベルな

知識・能力を持つ作業者が必要になるが、

ある程度確保できた。

４．研究の成果

(1) データ作成
基礎的部分については、非常に質の高い、

古典語コーパスデータを作成できた点が成
果として挙げられる。具体的には、天草版
伊曽保物語の電子データを作成できた。中
世語に熟達した作業者を得ることができた
ため、競合する電子データの中でも、より
質の高いものを作成できた。

(2) 反事実条件文の主節テンス形式と意味
との相関

現代日本語の反事実条件文において、岩
崎 2000・金水 2001・定延 2004 等の先行研究
で述べられている「運命の分岐点」概念を
踏まえ、さらに上記概念の他に、主節単純
タ形とテイタ形の振る舞いに関し、「主節が、
話し手にとって望ましい事態かどうか」が
影響している（具体的には「望ましくない
事態であると単純タ形の許容をが下がる）
ということを新たに明らかにした。

(3) 従属節状態表現の二面性
動詞テイル形を典型としてみた「状態

（性）」には、少なくとも 2 つの側面がある。
一つは＜持続性：出来事が時間的な幅をも
って持続している＞、一つは＜内部視点性



：出来事を内部の時点から見ている＞とい
うものである。ル形（基本形）との対立や、
シツヅケル形の素性を考えた場合、前者の
＜持続性＞は、必ずしもテイル形のほうに
だけある性質とは言い難い。

主節単純ル形は、多くの場合現在時を指

せない（原則未来時を指す）とされ、これ

は出来事の内部の時点から出来事を描写で

きないからであるとされる。一方、テイル

等の状態表現は現在時を指すことができ、

これは内部の時点に視点を持つためとされ

る（立場によりこの現象は＜完成的＞＜不

完成的＞という素性の問題であるという言

い方もありうる）。同様に、従属節であるア

ト節において、テイタ形が許容されないの

も、アト節内部の述部は内部に視点を持つ

ことができないためであると考えられてき

た。ところが、一部の例においては、テイ

ル形が＜－内部視点性＞（＜完成的＞）で

あるように思われる場合がある。

この例外について、本研究ではコーパス

調査等の結果、「明示的な期間表現の出現」

「対応する単純タ形の許容度の高低」が当

該例外（アト節におけるテイタ形の出現）

の可否に関与していることを明らかにした。

これは、特に二つの条件の総合的帰結とし

て、当該事象がひとまとまりの（完成的な）

出来事としてとらえられやすいための条件

と見るのにふさわしい場合、とまとめるこ

とが可能であると見ることが可能なるとい

う、従来の解釈を越えた知見を得ることが

できた（後者の条件に関わる複雑な現象も、

大きく言えば対応する単純タ形の許容度が

低いということは「テイルのついた形とつ

かない形との対立が弱化している」という

意味で、「両者が明確に対立している環境で

テイル形のほうの形をしている」という状

況よりは、相対的に完成的な性質を持ちや

すい条件になっていると見ることが可能で

ある）。

(4) 古典語単純ル系の解釈

高山2004・福嶋2008等で得られている、

古典語従属節に関する知見を踏まえ、新た

に、中古語従属節において、高山2004にお

いて連体修飾節において成り立つ単純ル系

とム形との対立の有り様は、従属節一般に

検討対象を広げると、成立する場合と成立

しない場合があることを明らかにし、成立

しない場合の確例としてデータベースから

マデ節を抽出した。

(5) トキの従属節というカテゴリーに入れ

られることの多い「まえ」「あと」節と、い

わゆる外の関係の連体修飾節（その中でも

相対的補充関係を担うタイプ）として扱わ

れる「影響」「準備」を修飾する節との、共

通点・相違点を検討した。その結果は、両

者が共通点も持つ一方で、「まえ」「あと」

節は、「影響」「準備」を修飾する連体節が

（概ね連体節が一般的に持つ性質として）

受ける、叙実性に関する制約・ダイクシス

時詞に関する制約を受けない、という点で

相違することが明らかになった。これまで

は、トキの従属節の定義や、形態上「連体

修飾節＋主名詞（＋助詞）」という形をとっ

ている「まえ」「あと」節が、他の一般の連

体修飾節＋主名詞から特別にトキの従属節

として切り出される理由が示されてこなか

ったが、本研究により、上記相違点を基準

に、「まえ」「あと」節を他の連体修飾節か

ら特立的に取り出すことの根拠が得られた

ことになる。

(6) 従属節の特性を生かした文法教育教材

についての示唆

本研究の過程で従属節の特性として、主

節（単文）に比べ談話要因やモダリティ要

因の影響を受けにくいため、テンス現象・

確現象については規則性が相対的に整然と

抽出できる場合があることを発見し、それ



が文法教育・言語事項教育の教材探索に有

益な効果をもたらすことを示した。
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